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業
の
経
営
は
、
損
益
計
算
書
上
の
利
益
に
加
え
て
、

現
金
収
支（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
）か
ら
も
み
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。
日
本
で
も
財
務
諸
表
の
一
つ
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
、
理
解
も
深
ま

っ
て
き
た
。
日
本
経
済
新
聞
に
よ
る
と
、
金
融
を
除
く
主
要

二
三
〇
社
の
二
〇
〇
四
年
三
月
期
の
純
現
金
収
支
は
九
兆

八
千
億
円
に
な
る
見
通
し
で
、
昨

年
度
に
続
い
て
大
幅
な
プ
ラ
ス
で
あ

る
。
昨
年
度
は
資
産
売
却
が
牽
引

し
た
が
、
今
年
度
は
主
と
し
て
本

業
の
業
績
回
復
に

よ
る
も
の
ら
し
い
。

そ
れ
に
と
も
な
っ

て
、
積
極
的
な
投
資
も
少
し
で
て

き
た
よ
う
で
、
喜
ば
し
い
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
改
善
に
は
、

本
業
の
収
益
を
基
本
と
し
つ
つ
、
あ

わ
せ
て
売
上
債
権
の
適
正
化
と
在

庫
の
削
減
が
必
須
で
あ
る
。

生
産
の
合
理
化
と
在
庫
削
減

の
た
め
に
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
進
ん
で
き
た
が
、
反
面

仕
入
債
務
の
支
払
期
間
は
一
向
に
改
善
さ
れ
ず
、
企
業
間

信
用
は
縮
小
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
、

支
払
債
務
は
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
支

払
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
業
界
に
よ
っ
て
多
少
の
差

異
は
あ
ろ
う
が
、
通
常
、
売
上
債
権
が
現
金
回
収
さ
れ
る
ま

で
に
一
五
〇
日
は
か
か
る
。
仕
入
債
務
が
適
正
化
さ
れ
な
い

ま
ま
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
改
善
で
は
、
健
全
と
は
い
え
な

い
だ
ろ
う
。

戦
後
の
資
金
不
足
の
と
き
、
企
業
は
事
業
に
必
要
な
資

金
の
一
部
を
企
業
間
信
用
で
ま
か
な
っ
た
。
ま
た
、
日
本
銀

行
に
よ
る
適
格
商
業
手
形
の
再
割
制
度（
適
格
商
業
手
形

を
日
銀
が
再
割
し
、
資
金
を
供
給

す
る
制
度
）の
利
用
も
あ
っ
て
、
歴

史
的
に
は
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
で
は

あ
る
が
、
超
金
融
緩
和
の
現
在
も

商
習
慣
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
手
形
も
発
行
せ
ず
に
手
形
期

日
に
現
金
支
払
い
す
る
こ
と
を
求

め
て
き
て
い
る
。
こ
の
商
習
慣
は
海

外
へ
も
輸
出
さ
れ
て
、
欧
米
の
企
業

ま
で
日
本
企
業
か
ら
輸
入
す
る
と

き
の
条
件
と
し
て
、
長
期
の
支
払

債
務
期
間
を
要
求
し
は
じ
め
た
。

銀
行
は
比
較
的
貸
し
倒
れ
リ
ス

ク
の
高
い
中
小
企
業
融
資
の
拡
大

を
要
請
さ
れ
て
い
る
が
、
企
業
間
信

用
の
状
況
を
適
正
化
す
る
こ
と
で

資
金
の
流
通
を
よ
く
し
、
他
方
銀
行
は
リ
ス
ク
の
低
い
親
企

業
へ
の
融
資
の
比
率
を
上
げ
る
こ
と
で
銀
行
の
不
良
債
権
問

題
を
緩
和
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
通
じ
て
経
済
活
性

化
の
一
助
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
融
機
関
と
企
業
に
余

裕
資
金
が
生
じ
て
い
る
現
在
は
改
善
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
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業
間
信
用 企


